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対話型鑑賞とは/対話型鑑賞の概要

✓1980年代のニューヨーク近代美術館（MOMA）で
  　開発された美術鑑賞法
✓英語ではVTS（visual thinking strategy）と呼ばれる
✓作品の知識ではなく、その場で感じた感想や想像をもとに
　  他の鑑賞者と話し合うのが特徴
✓観察力や言語力、創造力など
  　さまざまな能力を向上させることがわかっている
✓近年では美術館だけでなく、
  　学校教育や企業研修、医療従事者への教育
  　などさまざまな分野で活用されている
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美的発達段階
stageⅠ【物語の段階】鑑賞者は物語の語り手となり、物語を創造する

stageⅡ【構成の段階】鑑賞者は自身の知覚、価値観、世界観で枠組みを作る

stageⅢ【分類の段階】美術史的な文脈で、作品の背景などを明らかにしながら鑑賞する

stageⅣ【解釈の分類】線や形、色など注意深く見て作品の意味するところを探る

stageⅤ【再創造の分類】個人的な熟考と作品の背景を結びつけ、作品と何度でも出会う
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